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頁 事 業 名 担当課

１
生活・交通基盤整備事業費

監理課
安心・安全基盤整備事業費

２ 園児等交通安全緊急対策事業費 道路管理課



令和元年度６月補正予算案主要事項説明

建設交通部

新規・
事 業 名

生活・交通基盤整備事業費
継続の別

継 続
安心・安全基盤整備事業費

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ９，５７７,０００千円

5,063,315 3,725,000 620,075 168,610

１ 趣 旨

(1) 自然災害の頻発・激甚化に対応するため、府民生活の安心・安全
を実現する総合的な治水対策等を加速化。（防災・減災基盤整備）

(2) ヒト・モノの交流を支える幹線・生活道路網の整備に集中的に取
り組む。（物流・人流基盤整備）

事業内容

２ 事業概要
目 的

生活・交通基盤整備事業費 ７，９５９，０００千円
対 象
方法等 ▲

新名神高速道路・山陰近畿自動車道等と連携した幹線道路
整備
・山城総合運動公園城陽線（城陽橋）、宇治木屋線（宇治田
原町、和束町）、国道３１２号（大宮峰山インター線）

ほか
▲

地域間交流の促進を図る基幹道路の整備
・東中央線（木津川市）、国道４２３号（亀岡市）、網野岩
滝線（京丹後市） ほか

▲

公共施設の耐震化・老朽化対策の推進
・国道３０７号山城大橋（京田辺市）、和束井手線株山橋（井
手町） ほか

安心・安全基盤整備事業費 １，６１８，０００千円

▲

平成３０年被災箇所を中心とした災害防止緊急対策
・閉亀川（亀岡市）、瀬ヶ谷川支渓（舞鶴市）、矢ノ谷川（綾
部市）、花尻川（京都市）、切山（笠置町） ほか

▲

自然災害が頻発する現状を踏まえた総合的な治水対策・防
災基盤の強化
・高野川（舞鶴市）、弘法川・法川（福知山市）、桂川・亀
岡工区（亀岡市）、いろは呑龍トンネル（京都市、向日市、
長岡京市） ほか

担 当 課 ・ 担 当 名 監理課 経理担当 課・担当 電話番号 075-414-5173
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（単位：千円）

事　　業　　内　　容 予算額 担当課

府管理道路における安全確保対策
　①　過去に子どもが関係する事故発生箇所等に対し、警　
　　察、教育関係者など関係機関が共同して緊急点検を実　
　　施し、安全確保に必要な対策を実施
　②　保育所等に対する施設外活動の安全点検調査結果に
　　基づき、安全確保に必要な対策を実施
　＜整備概要＞路面標示の設置、路肩部のカラー舗装、　　
　　　　　　　　　　ガードレールの設置等

100,000 Ⅰ

保育所等と連携した総合的な交通安全対策
　①　保育所等からの相談・要望への対応
　　・　現場点検活動、安全指導
　　・　交通事故発生状況マップの提供
　②　道路管理者と連携した道路交通環境改善や通行車両
　　への注意喚起
　　・　保育所等周辺の標識・標示の新設
　　・　巻き看板等による通行車両への注意喚起

50,000 Ⅱ

「保育等子育ち環境充実事業費補助金」に臨時枠を創設し、
交通安全研修の実施や園外活動時の安全確保のための資
機材整備等を支援
　＜対象施設＞保育所、幼稚園、認定こども園等
　＜補助率＞１／２

20,000 Ⅲ

令和元年度６月補正予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部
建 設 交 通 部
警 察 本 部

新規・
事 業 名 園児等交通安全緊急対策事業費

継続の別
新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １７０，０００千円

― 77,000 ― 93,000

１ 趣 旨

滋賀県大津市で保育園児等が巻き込まれる交通事故が発生したことを受け、府

内の園児等を交通事故から守るため、緊急対策を実施

２ 事業内容

事業内容

目 的

対 象

方法等

Ⅰ 建設交通部道路管理課安全・指導担当 075-414-5262

担 当 課 ・ 担 当 名 Ⅱ （標識・標示に関すること） 課・担当 電話番号

警察本部交通規制課 075-451-9111(5181)

（標識等以外に関すること）

警察本部交通企画課 075-451-9111(5040)

Ⅲ 健康福祉部こども・青少年総合対策室 075-414-4591

保育・子育て支援担当
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